
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 今年で、地域の“まちづくりびと”養成講座が始まって 7 年目を迎え、“まちづくりびと” 

の仲間も増え、120 名を超えるまでになりました。 

そこで今回は、今までのふりかえりと今後について語る同窓会を開催しました。より多く

の“まちづくりびと”のみなさんにご参加いただけるよう、平日の夜と土曜日を設定しまし

た。 

歴代の講師や都市センターのスタッフなども参加し、懐かしい面々に会えた方も多かった

のではないでしょうか。 

 

 

日 時：平成 23 年 7 月 23 日（土） 

場 所：名古屋都市センター 14F 第 1・2 会議室 

時 間：13 時 00 分～17 時 00 分 

参加者：“まちづくりびと”23 名、 

     歴代の講師や都市センター職員 12 名 

 

日 時：平成 23 年 7 月 27 日（水） 

場 所：名古屋都市センター 11F まちづくり広場 

時 間：18 時 30 分～21 時 00 分 

参加者：“まちづくりびと”18 名、 

     歴代の講師や都市センター職員 14 名 

 



今回開催した「同窓会＆ご意見いただきます会」ねらいは・・・ 

（１）同窓会 

 まちづくりびとのみなさんのネットワークづくりや活動情報を共有しましょう。 

・過去のまちづくりびと養成講座のふりかえり（企画の意図、タネ明かしなど） 

・講座後の地域やまちづくりびとの活躍の様子を共有 

（２）ご意見いただきます会 

地域のまちづくり活動に主体的に取り組むリーダー“まちづくりびと”を養成するために

始った地域の“まちづくりびと”養成講座ですが、最近ではその実績が評価され、名古屋市

からファシリテーター派遣の要請といった実践の場がたびたび舞い込むようにもなってき

ました。そこで、都市センターでは、 

・まちづくりびとの皆さんのステップアップになること 

・今後増えると予想される実践の場で、みなさんができること 

などについて、まずは皆さんのご意見をちょうだいしたいと考えました。 

 

 

いままでの講座の振り返り  

 同窓会を始めるにあたって、都市センターまちづくり相談幹より、趣旨などの挨拶があり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイスブレイク(7/23)は、自己紹介ゲームを行いました。あらかじめ A4 用紙に４つの事

項（名前・参加した講座・どこから来たの・いま活動していること or マイブーム）を書い

てもらいました。次に、用紙を見せながら、知らない相手を見つけてお互いに自己紹介、終

わったら握手して次の人と自己紹介という流れでした。 

 

 

 

 

 

 

 本日は、「同窓会＆ご意見いただきます会」に参加いただきありがとう

ございます。今回は変わった会の名称となっていますが、まずはみなさ

ん同士のつながりやきずな等を築いてもらうことを願っています。 

 そして、画家ポール・ゴーギャンの絵画名からの引用になりますが、

「まちづくりびとはどこから来たのか まちづくりびとは何者か まちづくり

びとはどこへ行くのか」といったように、今後のまちづくりびとのあり方に

ついて忌憚ない意見を頂戴したいと思っています。 



 いままでの講座のふりかえりは、歴代の講師や都市センター職員も交えての“講座が始ま

った背景”や“過去のまちづくりびと養成講座”の企画意図やねらいの種あかし、講座後の

まちづくりびとの活躍の様子の紹介などを行いました。 

 2 回目となる 7/27 は、前回の議論の内容を模造紙で張り出し、これらを参考にしながら話

し合いを進めました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7/23 いままで講座の振り返りの様子) 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(7/27 いままで講座の振り返りの様子) 

 
 

FG 林さん 

FC 吉村さん 歴代の講師・ 

都市 C 職員 

歴代の講師・ 

都市 C 職員 

FG 河合さん 

後ろに並べられた模造紙が 

前回の議論の内容 
FG 三矢さん 



意見交換会  

 ワールドカフェ形式で、まちづくりびとのこれからについて話し合いました。 

 ワールドカフェは、リラックスした対話の場をシステム化したもので、多種多様なステー

クホルダーが大勢集まって対話するホールシステム・アプローチという話し合いの手法の中

のひとつです。人が集まって話すには、会話、議論、対話があると言われています。話しを

まとめることなく、探究をしていくことが対話の特徴です。 

 2 回目となる 7/27 は、前回の記録を見ながら話し合いをはじめ、第 2 ラウンド、第 3 ラ

ウンドは合わせて「今後の活動に必要なことは何ですか？」について話し合いをしました。 

 進め方は以下の通りです。 

（１）４～５人で一つのテーブルを囲む 

（２）２０分ほど各テーブルで話し合います（第１ラウンド「講座を受けたきっかけは？」） 

（３）１人（ホスト）を残して、他の人はそれぞれ違うテーブルへ移動します 

（４）新しいテーブルのメンバーで、１ラウンドの対話の内容を共有した後、話し合いを深

めます（第２ラウンド「講座は役に立っていますか？」） 

（５）（３）～（４）をもう一度繰り返します（第３ラウンド「これからの活動に必要なこ

とは何ですか？」） 

 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

(7/23 ワールドカフェの様子) 

(7/27 ワールドカフェの様子) 



共有の時間  

今日一日の話し合いをみんなでふりかえり共有しました。 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

(7/23 共有の時間の様子) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7/27 共有の時間の様子) 

 
＊全体を通じたご意見・ご感想など（アンケートも含む）＊ 

・講座内容も大切だが、人材交流が大切。その点大変よかったと思う。 

・今日のような同窓会的な企画はおもしろいです。 

・毎日の生活の中で一人だけ考えても結論はでないが多くの意見でまた次へのステップにな

りようです。 

・久しぶりに、まちにおいてカルチャーショックでしたが大変参考になりました。 

・外の町のことをテーマにした講座に参加したいと思う。 

・皆さん熱心な人ばかりで具体的な策を考えたい。 

・どれも正論であり現状と合わせて解決（仲間を集い）する事であると思えた。安全、安心

な街、都市農園を！ 



・人材のネットワークができる事。基本の考え方（ファシリテーターとは？）のスキルアッ

プとは？ 整理が必要だと思う。 

・都市センターの方々から生の声がきけて、有意義だった。 

・今後、講座で勉強したことを少しでも広げていきたいと思います。 

・多様なキャラクタリスティックでした。まちづくり修羅場バージョン講座。 

・スキルアップと交流の場、つながりを継続していきたい。 

・まちづくりに興味がある人たちが集まっているので初めて会う人たちでも、話しやすかっ

たことが印象的でした。 

・次回、楽しみにしています。２日間、ちがう内容で楽しめました。 

・活動を継続していく為には仲間づくりをやってほしい。 

・受付嬢やります。いてでもお手伝いします。そして交流の場拠点をつくりたいし参加した

い。 

 

＊今後、受けてみたい講座や提案など（アンケートも含む）＊ 

・職業紹介責任者やキャリアコンサルタント等のノウハウが人材バンクを立ち上げる際に必

要であれば声を掛けてください。 

・都市センターの人がどうしたいかも重要。呼びかけ（講座の参加者）を工夫したら（本当

の受けてほしい人にスポット的に）。 

・スーパーまちづくりびとの養成もありかなと思った。もともと、まちづくりびとの仲間が

増えるといいなと思った。 

・とてもチャレンジな良い企画だったと思います！！ これからも（今は時代の変わり目な

ので）どんどんチャレンジで！！ 

・毎月、あるいは２ヵ月に１回位集まってコミュニケーション図るのはよいかも～ 何か結

論を出す集まりではなくネットワークを広げる私塾のような！ 

・若い人の交流から新しい学習ができました。町内会長の研修をして下さい。 

・毎月、話り合いの場がほしい。定期を決めては？ 

・エコ、水害、災害の講座を開講してほしい。どんな街づくりをしたら自然災害から皆様を

助けられるか？ 

・都市センター、１３F.変革 W.S は是非実現したい。地域の役員向け（地域委員会、役員向

け）研修会を都市センターでやって下さい！ 

・楽しくやること、楽しませること。 

 


